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機械器具 74 医薬品注入器 

一般医療機器 自然落下式針なし輸液セット 70370000 
 

小児用輸液セット 
 

再使用禁止 

 
 

【警告】 

＊＊1.この製品は天然ゴムを使用している。 

天然ゴムは、かゆみ、発赤、蕁麻疹、むくみ、発熱、呼吸困難、

喘息様症状、血圧低下、ショックなどのアレルギー性症状を 

まれに起こすことがある。 

※このような症状を起こした場合には、直ちに使用を中止し、 

適切な措置を施すこと。 

2.針には直接手を触れたり誤刺ししたりしないようにすること。 

＊＊［針刺し及び感染の恐れがある。］ 

 

【禁忌・禁止】 

1.再使用禁止 

本品は、ＥＯＧ滅菌包装された再使用禁止製品である。 

これら製品を再滅菌・再使用をしないこと。［感染防止］ 

2.輸液ポンプとの併用はしないこと。 

 

【形状・構造及び原理等】 

 

1.型式 

 

 

型 式 特    徴 

Ｎｏ．１ フィルター付き、100mL バッグ付き 

ボルトロール 薬液注入ゴム栓付き、100mL バッグ付き 

 

2.形状・構造 

 

（1）Ｎｏ．１ 

 

 
 

（2）ボルトロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）エアー針 

            （21） 

 

     

 

 

 

＊＊3.名称と組成 

照 番 名 称 組成（原材料） 

（1） 
シャントアダプター 

（雄嵌合部） 
ポリカーボネート 

（2） 
インジェクションバルブ 

（継ぎ管） 
ポリイソプレン 

（3） 連結管(1)（導管） ポリ塩化ビニル 

（4） 点滴筒 ポリ塩化ビニル 

（5） 点滴針 ステンレス鋼 

（6） 100mL バッグ ポリ塩化ビニル 

（7） ロールクランプ S 
ポリプロピレン 

又はポリエチレン 

（8） 連結管(2)（導管） ポリ塩化ビニル 

（9） 濾過筒 ポリ塩化ビニル 

（10） 濾過網（フィルター） ポリエステル 

（11） 連結管(3)（導管） ポリ塩化ビニル 

（12） ビン針 
針 ステンレス鋼 

針基 ポリ塩化ビニル 

（13） 軟質ポリキャップ 
ポリプロピレン 

又はポリエチレン 

（14） 吊り下げチューブ ポリ塩化ビニル 

（15） ゴム管 天然ゴム 

（16） 連結管(4)（導管） ポリ塩化ビニル 

（17） Y コネクター（混注部） ＡＢＳ樹脂 

（18） スライドクランプ 
ポリプロピレン 

又はポリエチレン 

（19） 連結管(5)（導管） ポリ塩化ビニル 

（20） 
右の何

れか 

ビン針 
針 ステンレス鋼 

針基 ポリ塩化ビニル 

プラスチック針  ポリアセタール 

（21） エアー針 
針 ステンレス鋼 

針基 ポリプロピレン 

※(7)、(13)、(14)、(15)、(18)は薬液非接触 

● 本品は、ポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ―２―エチル

ヘキシル）を使用している。 

作動・動作原理 

能動型機器を用いることなく、重力により患者へ輸液を供給する。 

 

＊＊【使用目的又は効果】 

＊＊能動型機器を用いることなく、重力により患者へ輸液を供給 

する目的で使用される。 

 

＊＊【使用方法等】 

1.使用前の準備 

（1）必要に応じて、手袋を着用すること。 

＊＊（2）本品を滅菌袋から取り出す。 

（3）Ｎｏ．１及びボルトロールの場合 

ロールクランプ(7)を完全に閉じる。 

ボルトロールの場合 

スライドクランプ(18)を完全に閉じる。 

＊＊（4）シャントアダプター(1)の軟質ポリキャップ(13)を外し、 

静脈針（本品には付属していない）を接続する。 

（5）ビン針(12)のキャップを外し、輸液瓶に穿刺してハンガ

ーに吊るす。 

（6）100mL バッグ（6）上部のクランプを開け、所用薬液量を

100mL バッグ(6)内に導入し、上部のクランプを閉じた点

滴筒（4）内の 5～6分目まで 100mL バッグ（6）内の液を

導入する。 
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（7）下部のクランプを開いて回路中に液を満たし、回路中 

のエアーを外部へ抜く。 

（8）静脈針の先端から薬液が滴下することを確認し、下部 

のクランプを閉じる。 

（9）静脈針を患者の血管に穿刺し固定する。 

（10）下部クランプの開閉により、輸液量（点滴針からの 

滴下数）を調節して輸液を開始する。 

（11）ボルトロールの場合 

薬液の注入が必要の場合、Ｙ字コネクター（17）より 

注入する。 

（12）輸液が終了したら、静脈針等を抜去後、止血を行う。 

 

（点滴量） 

＊＊1mL で約 60 滴 

関連注意 

●一滴あたりの容積が薬剤によって異なる可能性があるので

注意すること。 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

1.脂溶性の医薬品又は薬液等ではポリ塩化ビニルの可塑剤で 

あるフタル酸ジ－２－エチルヘキシルが溶出するおそれが 

あるので注意すること。医薬品又は薬液等を使用する場合 

は、各々の添付文書等を確認後使用すること。 

2.回路はキンク、閉塞がないように監視すること。 

3.回路中には気泡がないこと。 

＊＊4.輸液中は、点滴筒内に常に薬液が１／２から２／３程度まで 

貯まっていること。 

5.薬液の注輸量はバッグ中の薬液の減量又は点滴数で判断する

こと。この時、重力式輸液で投与する場合、一滴あたりの 

容積が薬剤によって異なる可能性があるので注意すること。 

6.回路は強く引っ張らないこと。［インジェクションバルブは 

非接着のためチューブから脱落する可能性がある］ 

7.輸液開始時には、輸液状態（点滴の落下状態、バッグ内の 

液面高さ、輸液の減り具合）や穿刺部位を必ず確認すること。 

 

＊＊【保管方法及び有効期間等】 

＊＊保管方法 

水濡れ、ほこり、高温、多湿、直射日光にあたる場所は避けること。 

＊＊有効期間 

包装箱に記載。[自己認証（当社データ）による] 

 

＊＊【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者 

泉工医科工業株式会社 

埼玉県春日部市浜川戸２－１１－１ 

製造業者 

メラセンコー コーポレーション 

（ＭＥＲＡＳＥＮＫＯ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ） 

国名：フィリピン 

＊＊販売業者 

＊センシンメディカル株式会社 

TEL 03-5802-0560 FAX 03－5802－0562 


